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平成２４年第２回川本町議会定例会会議録
（第１日目）平成２４年 ６月 ８日 午前９時３０分開議

議 長 おはようございます。

本日、平成２４年第２回定例会が招集されましたところ、ご多忙の中ご出

席をいただきまして、誠にありがとうございました。

ただいまの出席議員数は９名であります。

定足数に達しておりますので、会議は成立致しました。

これより、平成２４年第２回川本町議会定例会を開会致します。

ただちに、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配布しているとおりでございます。

々 日程第１ 「会議録署名議員の指名」を行ないます。、

今定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１７条の規定により、議長に

おいて、３番植田議員、４番片岡議員を指名致します。

々 日程第２ 「会期の決定」の件を議題と致します。、

本定例会の会期は、あらかじめ、議会運営委員会において協議されており

ます。

、 「 （ ）」その結果につきましては お手元に配付しております 審議予定表 案

のとおり、本日８日から１４日までの７日間とし、本日は諸般の報告、町長

の行政報告、議案の提案及び提案理由の説明、全体審議の質疑までを行ない

ます。

、 、 。々 また 本会議終了後 引き続いて全員協議会を行う予定と致しております

全員協議会終了後、総務教民常任委員会、産建町民常任委員会を行う予定

と致しております。

そして、各常任委員会終了後、引き続き、議会運営委員会を行う予定と致

しております。

々 １１日は、午前９時３０分より町内施設等現地視察研修を行います。

々 １２日は、午前９時３０分より議員懇談会を行い、１３日は、午前９時３

０分より一般質問を行います。

一般質問終了後、議会運営委員会を行う予定と致しております。

々 最終日の１４日は、午後３時００分より本会議を開いて、全体審議で討論

を行い、採決を行います。
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議 長 以上、この予定表（案）のとおり、決定することに、ご異議はありません

か。

（ 異議なし」の声あり）「

々 異議なしと認めます。

々 よって、本定例会の会期は、本日８日から１４日までの７日間とすること

に決定致しました。

々 なお、一般質問の通告は、本日の午後１時までとしておりますので申し上

げておきます。

々 日程第３ 「諸般の報告」を行います。、

議長としての報告事項は、お手元に配布しております「議長報告、議員派

遣の件」のとおりでございますので、ご覧いただきたいと思います。

以上で議長報告を終わります。

々 以上で 「諸般の報告」を終わります。、

々 日程第４ 「町長行政報告」を行います。番外三宅町長。、

番外 皆さん、おはようございます。平成２４年第２回定例町議会を招集いたし

三宅町長 ましたところ、議員の皆様には、万障お繰り合わせのうえ、ご出席を賜り誠

にありがとうございます。

私にとって町長に就任致しまして２回目の定例会でございます。日ごとに

、 、責任の重さを痛感するとともに 川本町に住んで良かったと実感のできる町

そして住みたくなる町、魅力あるまちづくりのために全身全霊を捧げてまい

りたいと思っております。

５月の臨時会において、大畑茂久議長、飯田武則副議長をはじめとする町
おおはたしげひさ いいだたけのり

議会の新体制が構成され、活動を開始されているところでございます。議員

各位より、一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

開会にあたり、諸議案の説明に先立ちまして諸般の事項についてご報告申

し上げます。

々 初めに総務課関係でございます。先ず、平成２３年度決算見込額でござい

ます。

、 、平成２３年度の予算執行は ５月３１日をもって出納を閉鎖しましたので

決算見込額についてご報告申し上げます。

事業成果や決算数値など詳細につきましては、９月定例会において、あら

ためてご報告することとし、今回は決算見込額の概要についてご説明させて
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番外 いただきます。

三宅町長 初めに、一般会計の決算見込みについてであります。歳入３８億４，８４

９万７千円に対しまして、歳出３８億１，１１１万４千円となり、差引であ

ります形式収支が３，７３８万３千円となっております。

このうち、弥山荘改修整備事業、町営住宅焼却炉整備事業の翌年度への繰

越財源７３１万８千円を引いた３，００６万５千円が、実質的な余剰金とし

て２４年度への繰越金となると見込んでおります。

なお、２３年度末の基金残高は１４億５，００５万３千円で、地方債残高

は３８億３，８４５万７千円となる見込みであります。

特別会計の決算見込みにつきましては、国民健康保険特別会計で１３２万

１千円、簡易水道会計で９万３千円の余剰金が見込まれております。

このほか、住宅新築資金、農業集落排水処理事業、後期高齢者医療、地域

情報通信事業の特別会計では、歳入歳出差引ゼロとなっております。

々 次に、生活交通対策でございます。

スクールバスのバス停から１㎞以上離れた「交通空白地域」への公共交通

サービスとして、３月１３日から町北部を対象に、デマンド型乗合タクシー

の実証運行を行っているところであります。

５月末の状況は、登録世帯は２４０世帯で、４月の利用は、１２日間の運

行で４５人、５月は１３日間で６３人となっております。

今後、利用者のニーズ把握など検証を重ね、１０月の本格運行を目指して

いきます。

々 続いて、政策推進課関係でございます。先ず、町政意見交換会でございま

す。

４月１６日から２６日までの間、町内６会場で町政意見交換会を開催し、

現在、策定中の第５次川本町総合計画をはじめ、地域の様々な諸課題につい

て、町民の皆様と意見交換をさせていただきました。要望やご意見は、今後

の行政運営に生かしていくこととしております。

々 次に、第５次川本町総合計画でございます。

第５次川本町総合計画につきましては、重点施策のうち成果指標とする数

値目標を、今定例会でお示しすることとしております。

今後、広くご意見をいただきながら、８月に完成する予定で作業を進めて

おります。

々 続いて、産業振興課関係でございます。先ず、農業振興でございます。

国の農業者戸別所得補償制度につきましては、５月２２日と２３日の２日

間、町内２会場で交付申請の受付を行いました。

今年度からは、３月に設立した「川本町地域農業再生協議会」が主体とな
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、 。番外 り 関係機関と連携を図りながら事業を運用していくこととなっております

三宅町長 次に、川本町の平成２４年産水稲の作付け状況でございますが、県配分及

び管内調製した配分作付面積は、１７９ｈaとなっております。意向調査の

集計では、配分値に対する達成率は９９．６％となっております。

々 次に、弥山荘リニューアルオープンでございます。

湯谷温泉 弥山荘は、老朽化した配管の全面取替や浴槽の改修等、大規模

改修のため休館しておりましたが、４月７日にリニューアルオープンいたし

ました。

源泉掛け流しや壺湯など、特色ある源泉を生かした浴槽の評判も良く、多

くのお客様にご利用いただいており、一層の集客が期待できるものと思いま

す。

々 次に、観光振興事業でございます。

夏の一大イベント「ええなぁまつりかわもと」を、７月２８日（土曜日）

に開催いたします。

江ノ川名物花火大会や楽しいステージを多数揃え、多くの集客を図ってま

いります。

また、今年は、県内全域で大型観光キャンペーン『神々の国しまね』が実

施され、７月２１日から１１月１１日までは、古代出雲歴史博物館・特設会

場で「神話博しまね」が開催されます。

期間中、土日祝日は同会場内で『市町村デー』があり、川本町は、１０月

１３日（土曜日 、１４日（日曜日）の２日間と予定されております。）

神楽や江川太鼓、地芝居の上演をはじめ、特産品の販売、施設や観光名所

のＰＲなど、本町の魅力を全国へ発信できるよう準備を進めてまいります。

々 続いて、地域整備課関係でございます。先ず、生活排水処理対策でござい

ます。

合併処理浄化槽の整備につきましては、昨年度から設置費に対する町の補

助額を嵩上げし、整備率の向上を図っているところであります。

今年度は、５月末現在、１６基の申込みが出てきております。

また、単独浄化槽の法定検査につきましては、これまで事業所用に限り、

島根県浄化槽普及管理センターから検査案内が送付されていましたが、今年

度からは、家庭用についても送付されることになりました。

この検査は、毎年１回の実施が義務づけられていますので、遺漏のないよ

う周知を図ってまいります。

々 次に、道路整備でございます。

県事業の川本大橋歩道橋設置につきましては、平成２３年度の繰越予算に

より、橋梁下部の補強及び張出し工事が一部発注されておりますが、工期が
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番外 鮎の遡上時期と重なったため、現在、工事が一時中断されているところであ

三宅町長 ります。

１０月には工事が再開され、また、今年度も残工事が発注される予定とな

っております。

一般県道川本大家線、谷戸イズモコバイモ群生地から三俣堀割区間バイパ

ス改良工事につきましては、現在、地権者との用地交渉が行われています。

用地買収完了後、三俣側から着工予定となっております。

々 続いて、健康福祉課でございます。国民健康保険事業でございます。

医療費につきましては、依然として高い状況が続いており、平成２３年度

の基金取崩額は、５，３８５万２千円と見込んでいましたが、国等からの補

助金が見込みより多く交付されたことなどにより、決算では３，６７６万１

千円の取崩しにとどまる見込みであります。

また、川本町の保険者１人あたりの年間医療費は、国民健康保険連合会の

平成２３年度速報値では４５９，９３７円で、４年連続して県内で１番高く

なっています。医療費の抑制に向け、２３年度から３年計画で実施している

受診率向上対策や早期発見対策等の取り組みを、さらに強化していくことと

しております。

なお、国民健康保険の広域化に向けた税率方式の変更等、国民健康保険税

の改定を、今定例会に提案しておりますので、ご審議をよろしくお願いいた

します。

々 続いて、住民課関係でございます。先ず、固定資産税でございます。

固定資産税につきましては、平成２３年度で地籍調査事業が完了し、土地

の課税面積を調査後の登記簿面積に切り替えたことや、２４年度の評価替え

により、課税面積は３，４７１万㎡の増となり、税収は７１１万円の増とな

りました。一方、家屋については、１，２６６万円の減となり、固定資産税

全体では、５５５万円の減となりました。

なお、地籍調査事業による地目別の成果概要は、農地は７８万５千㎡の増

で５１万円の増、宅地は２１万２千㎡の増で２７９万円の増、山林は３，３

２５万㎡の増で３１６万円の増、雑種地等は４６万３千㎡の増で６４万円の

増となっております。

々 次に、ごみの減量化と分別でございます。

平成２３年度の笹畑クリーンセンターへのごみ搬入量は４，６７２ｔで、

前年度に比べ６８ｔの増となっています。

このうち川本町分は、１，１３７ｔで、前年度に比べ、７０ｔ、６．６％

、 。の増となっており 特に可燃ごみの収集によるものが５７ｔ増加しています

可燃ごみの中には、まだ多くの分別可能な資源ごみがあることから、４月

からペットボトル等のリサイクルごみの回収を月２回に増やして、対応して
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番外 おります。

三宅町長

々 続いて、教育課関係でございます。先ず、教育委員会でございます。

４月２日に教育委員会が開催され、教育委員長に梶 酵さん、教育委員長
かじ たかし

職務代理者に三好正師さん、教育長に松井紹憲さんが選任されましたので、
み よ し ま さ し まついつぐのり

ご報告いたします。

々 次に、学校教育でございます。

４月７日に新川本小学校の開校式、４月１０日には小学校及び中学校の入

学式が行われました。

小学校では２４人の新入生を迎え、全校児童は１３９人、８学級、中学校

では１９人の新入生を迎え、全校生徒７２人、５学級となっております。

また、小学校では今年度から、専門の指導教諭を１人配置していただき通

級教室を開設しております。統合初年度にあたり、一層きめ細かい環境づく

りに努めてまいります。

々 次に、子どもの安全対策でございます。

小学校では、４月２３日に通学路の安全点検と、青色防犯パトロール隊の

出発式を行いました。通学路の安全点検では、川本警察署や関係機関、地域

の皆様のご協力をいただきながら、児童と一緒に通学路を歩き、危険箇所等

の点検や安全な通学の指導等を実施しております。

々 次に、社会教育でございます。

今年度は、県から社会教育主事１人を派遣していただき、４月から業務に

携わっていただいております。

「学校と地域の連携による社会教育の推進 「島根の特性を生かしたふ」、

るさと教育の推進 「地域社会における人づくり・地域づくりの推進」の」、

３つを柱に、関係機関の協力を得ながら、社会教育を推進してまいります。

々 次に、高校支援でございます。

島根中央高校の平成２４年度入学者は８７人で、３学級維持のための目標

としていた８１人を確保することができ、全校生徒は２３４人となっており

ます。

部活動の状況につきましては、部員の減少により休部していた吹奏楽部に

１３人が入部し、１４人で活動を再開しております。また、野球部は、新入

部員２５人が加わり、５１人となっております。

魅力ある教育環境づくりに向け、一層の支援に取り組んでまいります。

々 次に、かわもと音戯館リニューアルオープンでございます。

かわもと音戯館は、４月１日から指定管理者による運営となり、リニュー
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番外 アルオープンいたしました。

三宅町長 宿泊施設やレストランをはじめ、音響スタジオを生かして新たにカラオケ

、 。ルームを設けるなど くつろぎの空間として施設機能を有効活用しています

今後一層、魅力ある施設運営が図られていくよう期待しております。

々 最後に、提出議案等でございます。

、 、 。今定例会に提案しました案件は 条例案件２件 予算案件３件であります

このうち、予算案につきましては、３月定例会で議決をいただきました平

成２４年度当初予算に加え、このたび必要な政策的経費等を提案しておりま

す。

主なものは、行財政改革の一環として使用休止の取り扱いとしておりまし

た社会体育施設のうち、再開の要望が強い川本町民プールの必要経費です。

町民の方々との対話等を踏まえながら検討を重ねた結果、児童生徒等をはじ

め町民の健康づくりの観点から判断に至ったものであります。

また、学校管理費につきましては、中学校及び小学校の教室に必要な設備

工事等を行い、より良い学習環境を提供していくものであります。

後ほど、副町長並びに担当課長から、これらの説明をさせますので、慎重

なご審議をいただき、適切な議決を賜りますようお願い申し上げまして、行

政報告とさせていただきます。

議 長 以上で 「町長行政報告」を終わります。、

々 お諮り致します。

この際、日程第５「議案第５２号、川本町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例の制定について」から、日程第９「議案第５６号、平成２４年度

川本町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号 」までを、一括議題にした）

いと思いますが、これにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

々 異議なしと認めます。

よって、そのように決定致しました。

々 執行部から提案理由の説明を求めますが、今議会におきましては、提案説

明者並びに事務局長からの議案書の朗読は省略致します。

々 それでは、執行部から提案理由の説明を求めます。

々 日程第５「議案第５２号」について説明を求めます。

番外森口住民課長。
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番外森口住 それでは 「議案第５２号」について説明を致します。、

民課長 この議案は、川本町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につい

て、であります。

それでは具体的な内容につきましては、国民健康保険税条例改正の要点を

ご覧下さい。

国民健康保険税につきましては、各市町村で運営を行っていますので、健

康保険の付加においても税と料の２種類があります。また、保険税の算定方

式におきましても、市町村によって取り扱いが異なっております。このよう

な中、平成２６年３月を目標に国保運営の広域化が進められており、県内全

市町村が算定方式を３方式に統一する事とし、現在、４方式を採用している

市町村にあっては広域化までに計画的に移行を図る事となっております。ま

た、応能、応益割合につきましても、それぞれ５０％に統一される予定であ

ります。このような中、平成２４年５月２９日に開催されました、川本町国

民健康保険運営協議会におきまして、この広域計画を踏まえて現在使用して

おります保険税の資産割を廃止することに伴います税率の見直しが決定され

ましたので、条例の一部を改正するものであります。

それでは、この要点の中の算定方式の違いでございますが、１番にありま

すように現在、４方式、所得割・資産割・平等割・均等割によりやっており

ますが、先ほど申し上げましたように３方式からは資産割を廃止するもので

ございます。それから下の方に県内の状況がございますが、２３年度当初時

点の４方式の市町村、それから３方式の市町村の現状が出ております。この

うち川本と邑南については３方式に移行する予定でございます。それから具

体的な算定方式、税率の改定につきましては次ページをご覧いただきたいと

思います。このように医療分、それから後期高齢分、介護納付金分という事

で現行とそれから変更後の税率をお示しをしておりますので、参考にしてい

ただければと思います。

なお、この条例につきましては公布の日から施行するものであります。改

正後の川本町国民健康保険税条例の規定につきましては、平成２４年度以後

の年度分の国民健康保険税について適用し、平成２３年度までの国民健康保

険税については、なお従前の例によるものでございます。以上、ご審議のほ

どよろしくお願い致します。

議 長 続いて、日程第６「議案第５３号」について説明を求めます。

番外谷川教育課長。

番外谷川教 それでは「議案第５３号、川本町スクールバス管理運行条例の一部を改正

育課長 する条例の制定について」ご説明申し上げます。詳細につきましては３ペー

ジ目をご覧下さい。議案説明資料という事で提案しております。本条例の提

案理由でありますが、障がいをお持ちの方に対するスクールバス料金の割引

を精神障害者にも拡大し、障がいをお持ちの方が地域で生活することを支援
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番外谷川教 する体制を整備する為であります。

育課長 条例の概要ですが、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けているもの及び

その介護人のスクールバス利用料金を、普通料金は５割引、定期料金は３割

引とするものであります。施行期日につきましては、公布の日から施行する

という事にしております。下の方に参考として、主要バス会社のバスの現在

のバス運賃割引制度について一覧を掲げております 「おおなんバス」につ。

きましては従前より精神障害者手帳を対象にしておりましたが 「川本町ス、

クールバス」は、現在のところ対象にはなっておりませんので、これに併せ

て川本町も精神障害者関係の方にも割引が適用出来るようにという事で提案

しておきます。以上、ご審議のほどよろしくお願い致します。

議 長 続いて、日程第７「議案第５４号」について説明を求めます。

番外東間総務課長。

番外東間総 それでは「議案第５４号」について、ご説明申し上げます。

務課長 本議案は「平成２４年度川本町一般会計補正予算（第１号 」で、歳入歳）

出それぞれ１７，７０９千円を追加し、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ

３，３１１，１５９千円とするものであります。

歳出から説明をさせていただきます。説明資料の２２ページをお開き下さ

い。総務費から教育費まで４月１日付けの人事異動に伴いまして人件費の組

み替えをしております。

議会費の議員報酬及び期末手当３，１１５千円の減、及び地方議員年金負

担金１，２４４千円の減ですが、これは議員報酬を１０％削減した事に伴い

まして、それぞれ減額しております。

総務費のコミュニティ助成事業２，５００千円ですが、川本神楽団への神

楽衣装購入費の助成であります。財源につきましては、全額、宝くじの助成

金であります。

民生費の福祉施設整備補助金１，６５０千円は、因原保育所屋根修繕工事

に対する助成であります。

農林水産業費の木材生産促進事業委託１，１８６千円は、利用間伐の出荷

運搬費を助成するものであります。間伐事業委託５，１２６千円は、新たに

三原地域の搬出間伐、因原地域の切捨間伐を委託するものであります。江川

漁協補助１，５８７千円は、鮎の餌を安定的に培養する為の施設回収の助成

であります。

土木費の町営住宅改修工事２，３３１千円は、八幡平団地の物置屋根５６

個の改修工事費であります。

教育費の環境教育総合支援事業２，０００千円は、今年度からの新規事業

で環境に関する教育を２６年度までの３年間、総額５００万円で行います。

なお、財源は全額、県支出金、産業廃棄物原料税であります。

小中学校エアコン設置事業１７，５８７千円は、小学校は１年生から６年
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番外東間総 生教室及び特別教室２箇所、計８箇所。中学校は１年生から３年生教室及び

、 。 。務課長 特別教室２箇所 計５箇所 合計１３箇所のエアコン設置工事費であります

運動公園プール運営費３，０３４千円は、三島運動公園のプールろ過砂の

取替・塗装及びプール管理人・監視員等の経費であります。

２１ページ歳入をご覧下さい。国庫支出金、学校施設環境改善交付金５，

０９３千円は、小中学校エアコン設置に伴う工事金で、補助率は基準額の３

分の１であります。

県支出金、新農林水産振興がんばる地域応援総合事業補助金・農業費補助

２１４千円は、生産出荷組合がインフォメーションセンターに設置する大型

。 ，冷蔵庫導入経費の県補助金で補助率は３分の１であります 水産業費補助１

５８６千円は、江川漁協の鮎養殖整備改修経費の補助で補助率は同じく３分

の１であります。

森林整備加速化・林業再生事業補助金２，５６２千円は、三原地域の搬出

間伐及び因原地域の切捨間伐の補助金で補助率は６５％であります。

伐れる山林づくり間伐促進事業補助金６８３千円ですが、平成２４年度か

らの県単独事業で森林整備加速化事業のうち、切捨間伐が補助対象でありま

す。

繰入金、財政調整基金繰入金１５，０００千円の減ですが、当初、取り崩

しを予定しておりました７１，９００千円のうち１５，０００千円の取り崩

しを取り止めるものであります。

町債につきましては２３ページをお開き下さい。学校教育費施設整備事業

１２，４００千円を補正しておりますが、これは小中学校エアコン設置工事

を追加するものであります。それで今年度の地方債発行額は２８９，６００

千円となります。

次に基金の状況ですが、歳入歳出予算の調整で財政調整基金１５，０００

千円の取り崩しを取り止め、新たに、ふるさと思いやり基金を７４０千円、

地域活性化基金を１，１３８千円取り崩しております。この結果、今年度末

の基金残高見込みは１，３７５，０４３千円となります。以上、ご審議のほ

どよろしくお願い致します。

議 長 続いて、日程第８「議案第５５号」について説明を求めます。

番外木村健康福祉課長。

番外木村健 議案第５５号 平成２４年度川本町国民健康保険事業特別会計補正予算 第「 、 （

）」 。 、 ，康福祉課長 １号 について説明を申し上げます 補正する額は 歳入歳出それぞれ４

９３１千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５５２，７６

９千円とするものでございます。最終ページの資料をお開き下さい。

今回の補正は職員の人事異動に伴うものでございます。先ず歳出でござい

ますが、総務費の総務管理費及び徴税費の中で、職員の給料等の減額でござ

います。併せて４，９３１千円の減でございます。歳入につきましては、一
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番外木村健 般会計の繰入金でございまして、４，９３１千円の減でございます。以上、

康福祉課長 ご審議のほどよろしくお願い致します。

議 長 続いて、日程第９「議案第５６号」について説明を求めます。

番外長田地域整備課長。

番外長田地 それでは「議案第５６号」について、ご説明申し上げます。

域整備課長 本議案は「平成２４年度川本町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号 」）

でございます。歳入歳出予算の補正は「第１表歳入歳出予算補正」によるも

のでございます。６ページの方に資料を付けておりますので、そちらをご覧

下さい。６ページの資料の説明に入ります前に、６ページの説明資料の中に

字句の誤りがございましたので、大変申し訳ございませんが訂正をお願い致

。 「 」 、したいと思います 資料右側 補正額のうち主なもの の欄でございますが

職員手当の中の「自動手当」の「自動」の部分（児童）を誤って記載をして

おりました。大変申し訳ございませんが訂正をお願い致します。

それでは説明資料によりまして補正予算について説明を致します。内容に

つきましては、人事異動に伴います人件費６６８千円の増額でございます。

財源に付きましては基金積立金の額を減額して財源としておりますので、予

算の総額に変更はございません。以上でございますので、ご審議のほどよろ

しくお願い致します。

議 長 以上で 「議案第５２号」から「議案第５６号」までの提案理由の説明を、

終わります。

々 お諮りを致します。

続いて、日程第１０「報告第１号、平成２３年度川本町一般会計予算繰越

の報告について」から、日程第１１「報告第２号、平成２３年度川本町農業

公社事業実績及び決算、平成２４年度事業計画及び予算について」までを、

一括議題にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

々 異議なしと認めます。

よって、そのように決定致しました。

々 それでは、執行部から報告ごとに報告理由の説明を求めます。

最初に、日程第１０「報告第１号」について説明を求めます。

番外東間総務課長。

番外東間総 「報告第１号」について、ご報告申し上げます 「報告第１号」は、平成２。

務課長 ４年３月定例会においてご承認をいただきました「弥山荘改修整備事業 、」
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番外東間総 「町営住宅焼却炉整備事業」にかかる、平成２３年度川本町一般会計繰越明

務課長 許費について、繰越計算書のとおり確定しましたので報告するものでありま

す。次ページをお開き下さい。

第６款、農林水産業費、第１項、農業費、事業名、弥山荘改修整備事業は

翌年度繰越額７，８２０千円。

第８款、土木費、第３項、住宅費、事業名、町営住宅焼却炉整備事業、翌

年度繰越額６，６９８千円で、合計１４，５１８千円であります。財源内訳

。 。としまして未収入特定財源は地方債を計上しております 以上でございます

議 長 続いて、日程第１１「報告第２号」について説明を求めます。

番外森川産業振興課長。

番外森川産 それでは「報告第２号」について、ご説明を申し上げます。

業振興課長 「平成２３年度川本町農業公社事業実績及び決算、平成２４年度事業計画及

び予算について 、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、ご報告」

するものでございます。

それでは、先ず最初に平成２３年度の事業実績及び決算書の１ページをご

覧下さい。ここに事業報告を記載しております。農業公社は地場産農産物を

生産拡大し消費者へ新鮮で安心安全な農産物を供給できるしくみづくりを展

開するため、就農者に対して農産物栽培研修や巡回指導を行い、農産物直売

施設への安定的に出荷できるよう取り組んでまいりました。また、白紙委任

により担い手農地を利用権設定する事で、食糧供給と優良農地の確保に努め

るなど、本町の農業の振興を図ってまいりました。

事業報告としましては、大きく分けまして６つの事業として記載をしてお

ります。先ずは、農地利用集積円滑化事業でございますが、農業公社は農地

所有者から利用権設定の申し出を受け、白紙委任契約を締結し所有者に代理

して担い手と農用地利用集積計画を作成し、町へ申し出を行う事務をしてお

ります。今年度の農地所有者代理事業としましては８件、１．８ｈaの白紙

委任契約を締結し、白紙委任の一部の４件、０．５４ｈaを担い手２名へ農

地集積を行いました。合わせて農業者戸別所得補償の規模拡大加算交付金の

申請手続きも行ったところでございます。また、農地売買等事業につきまし

ては、農地所有者から農業公社が中間保有し受け手に貸し付ける事業でござ

いますが、１１．２ｈaの実績がございます。

次に、２ページをご覧下さい （２）の営農指導事業でございます。就農。

者の就労の確保と所得向上を目的に、少量多品目に取り組む生産者へ栽培指

導などを行い農産物の資産拡大と優良農地の有効活用により農地の荒廃防止

。 。に努めてまいりました 営農指導員により３３戸の農家を巡回しております

また、講習会を実施すると共に生産者と一緒に視察研修も行いました。

次に （３）の農作業受託斡旋事業でございます。農業公社が所有する大、

作業を実施しております。この事により農家の方は出荷と農作業の申込みが
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番外森川産 豆作業用農機具をＪＡに貸し出しし、ＪＡが窓口となって大豆販売と受託農

業振興課長 容易にできるようになっております。この大豆の受託作業、農作業でござい

ますが、川本町では約１．５ｈaが行われております。

次に （４）の農産物生産拡大事業でございます。新規作物や新技術など、

の実証栽培として、盆などで需要がありながら生産量が少ない小菊の栽培を

実証栽培を継続しております。また、トンネル用ビニールハウスを活用した

栽培方法の推進を進める為、安芸から春に懸けて低温期の安定的な出荷につ

。「 」いても実証栽培を行ってきました インフォメーションセンターかわもと

の川本町内生産者の販売額は資料にもありますように４６，６４８，６５８

円で、昨年、２２年度実績から約８％の伸びとなっております。また、環境

に配慮した安心安全な農産物の生産拡大を図る為 エコファーマー や 環、「 」 「

境を守る農業宣言」認定制度取得者に対して堆肥を使用した土づくりに技術

の導入を推進し、堆肥購入助成を実施しました。１２戸に対して１６８，６

００円を助成しております。

次に （５）の鳥獣害対策事業でございます。町の委託事業として臨時職、

員を雇用し町産業振興課と連携し、町内パトロールや出没時にはロケット花

火による追い払い、モンキードッグの継続訓練等を行い、農作物の被害軽減

と農地の荒廃防止に努めてまいりました。

（６）のところでは、管理・その他という事で、新たな公益法人への移行準

備を進めており、今年中に移行申請を行う事としております。

続きましての４ページには、道の駅の平成２３年度の町内産品売上実績を

載せております。それと５ページのところでは、先ほどご説明しました大豆

機械の利用料明細を載せております。横長の表になっておりますが、それを

見ていただきますと一番右下の方に利用料金が書いてございますが、それの

１０％を機械の利用料としてＪＡさんから納めていただいております。

続きまして、６ページ・７ページのところの平成２３年度の決算について

ご説明をさせていただきます。正味財産増減計算書をご覧下さい。先ず、一

般正味財産増減の部でございます。経常収益としまして①の基本財産受取利

息の２，１０３円については、基本財産３００万円を定期預金として保有し

ておりますので、その定期に対する利息となっております。

次に、事業収益でございますが、先ず①の農地利用集積円滑化事業の１６

０，３９２円については、先ほど事業報告のところでご説明しましたが農業

公社が中間保有をしております農地の賃貸料となっております。次に②の農

作業斡旋事業１３９，３７５円に付きましては、ＪＡさんへ貸し出している

大豆の機械の利用料でございます。

続いて、３の補助金等ですが、②の受取町委託料３，９６５，７７３円に

ついては川本町より２つの事業を受託しております。収益事業のところで申

し上げますと⑤の農産物生産拡大事業と⑥の有害鳥獣対策事業が、この委託

事業に該当しますが、それぞれ臨時職員１名ずつを雇用しまして事業を実施

致しました。その委託料として計上しております。次に④の受取出捐金等振
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番外森川産 替額３７，９９６千円とございますが、こちらに付きましては農業公社の発

業振興課長 足当初、川本町とＪＡ島根おおちさんから合計で５３，０００千円という金

額を出捐していただいております。それを基本財産として定期預金で保有し

ておりましたが、この５３，０００千円のうち３００万円を基本財産として

残し、残りの５千万円については基本財産という提議から外しまして運用財

産として一般正味財産へ振替をし、事業費等に充当していこうという事を理

事会の方でご承認いただいております。これを受けまして平成２２年度に１

２，００４千円、２３年度には３７，９９６千円を一般正味財産の方へ振替

をさせていただき、合計で５千万円の振替が終了した事になります。という

事で補助金等の合計が４１，９６１，７７３円となりまして、経常収益の合

計が４２，４３８，０８８円となっております。対しまして経常費用でござ

いますが、こちらは事業収益のところで言います①から⑥までの事業を総括

して事業費及び職員の人件費を計上させていただきました。事業費合計で１

０，６２６，４５６円となります。

続いて、７ページをご覧下さい。管理費でございますが、こちらは事務関

係の経費及び職員の人件費を計上しておりまして、合計で２，６０７，６７

１円となっております。経常費用の合計が１３，２３４，１２７円となりま

、 、 、して 少し下段にございますが 当期経常増減額という科目がございまして

これが経常収益と経常費用の差になりますが、２９，２０３，９６１円とな

ります。

続きまして、経常外増減額でございます。過年度決算科目修正という事で

２，３２７，７０８円の計上をしております。こちらに付きましては、農機

具購入引当金という名目の定期預金を保有しておりますが、従来は負債性の

引当金という事で貸借対照表で負債計上しておりました。ところがこの度の

公益法人の移行に伴いまして、新会計基準を適用した事もあり、負債性の引

当金として計上するより、一般正味財産の方へ振替をした方が良いと島根県

の方からの指導をいただきましたので、２３年度の決算で科目修正という事

で金額の訂正はございませんが、一般正味財産の方へ振替をさせていただい

。 、 ， ， 、ております よって経常外増減額が そのまま２ ３２７ ７０８円となり

当期一般正味財産増減額が３１，５３１，６６９円、前年度の繰越金と合計

しますと一般正味財産の期末残高が３６，３３４，２０５円となります。

続きまして、指定正味財産の部でございますが、こちらにつきましては基

本財産の３００万円のみの計上となります。この３００万円と先ほどの一般

正味財産の３６，３３４，２０５円の合計が正味財産の期末残高となり、３

９，３３４，２０５円となっております。

続いての８ページ目には貸借対照表を載せておりますが、これは後ほどご

覧いただければと思います。それと９ページ目には監査報告を載せておりま

す。

続いて、平成２４年度の事業計画及び予算書についてでございます。表紙

を捲っていただいて１ページをご覧下さい。
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番外森川産 先ず最初に事業計画でございます。平成２４年度の重点目標を３点掲げさ

業振興課長 せていただいております。

１つとしまして、農地の流動化を促進し、優良農地の確保、面的集積を進

め、農業経営規模の拡大を図ってまいります。

２つ目としまして、関係機関・団体と連携し、認定農業者、農業生産法人

など新たな担い手の確保と売れる農産物作りを取り組む多様な担い手の育成

を図ってまいります。

３つとしまして、就農者及び就農予定者への農業知識の普及や技術指導を

実施し、地産地消に取り組む生産者の育成と農産物の生産拡大を図ってまい

ります。

これらの重点目標達成の為に、以下の事業を行ってまいります。

事業につきましては大きく５つに分けておりますので、簡単にご説明をさせ

ていただきます。

先ず、農地利用集積円滑化事業でございますが、より多様な担い手に優良

農地の面的集積を行っていこうという事で、平成２４年度は農地所有者代理

事業で５ｈa、売買等事業で１１ｈaを目標としております。

続きまして（２）の営農指導事業でございます。消費者が求める農産物の

生産販売の拡大を勧め、農家への巡回指導や研修会等を通して生産意欲の向

上を図り、農業者の就労の確保と育成を行ってまいります。２ページのとこ

、 。ろに具体的な取り組みを示しておりますので ご覧いただければと思います

続きまして （３）の農作業受託斡旋事業でございますが、水稲農作業受、

託の斡旋と利用調整を行うと共に、公社の農業機械の貸し出しにより大豆の

生産販売の拡大に繋げていきたいというふうに考えております。

次に、農産物生産拡大事業でございますが、環境保全型農業を実践する生

産者の実証栽培等により、効果のある生産技術や輪作体系等を推進してまい

ります。その為に堆肥購入助成や実証栽培等を行っていきたいと思っており

ます。

次に、有害鳥獣対策事業でございますが、関係機関と連携して町内パトロ

ールによる実態調査や集落を挙げての取り組みを推進し、農作物の被害軽減

に努めてまいります。

続いて、３ページから４ページにかけまして予算書がございますので、こ

れについてご説明をさせていただきます。先ず、３ページでございますが、

一般正味財産増減の部です。経常収益の基本財産受取利息２千円は、基本財

産３百万円の利息でございます。次に事業収益ですが、①農地利用集積円滑

化事業１６万円は公社が中間保有する農地の賃貸料でございます。②の農作

業斡旋事業１０万円はＪＡさんに貸し出している大豆の機械の利用料でござ

います。３の補助金等でございますが、②の受取町委託料６２５万円、これ

は今年度も国の緊急雇用事業を活用し、町から農産物生産拡大事業と有害鳥

獣対策事業の２つの事業を受託致します、その事業費でございます。経常収

益合計６５１万２千円でございます。対しまして経常費用でございますが、
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番外森川産 先ず事業費としまして各事業ごとに職員の人件費や資材費、消耗品等を計上

業振興課長 しております。事業費の合計が１３，４９１千円でございます。

次に、４ページのところに管理費がございますが、こちらは事務関係の経

費及び職員の人件費を計上しており２，４２８千円でございます。よって経

常費の合計１５，９１９千円となります。

次に、当期経常増減額がマイナス９，４０７千円とございますが、こちら

につきましては経常収益と経常費用との差額となっております。このマイナ

ス９，４０７千円という金額を一般正味財産から充当する事になりまして、

， 、 ，下段の一般正味財産期首残高が３１ ７８５千円となりますが そこから９

４０７千円を充当しまして、期末の一般正味財産残高が２２，３７８千円と

なります。

続いて、指定正味財産の残高３百万円とありますが、こちらについては定

期預金で保有しております基本財産でございます。この３百万と一般正味財

産の残高２２，３７８千円との合計が一番下の正味財産期末残高２５，３７

８千円となっております。以上でございます。

議 長 以上で報告理由の説明を終わります。

々 ここで暫時休憩を致します。

。（ ）あちらの柱の時計で４０分から会議を再開致します 午前１０時２９分

。 （ ）議 長 会議を再開致します 午前１０時４３分

々 ここで全員協議会に切り替えます。

（全員協議会へ切り替え・・・議案第５２号から議案第５６号及び報告第１

号から報告第２号までを全員協議会として審議・質疑）

以上をもって全体審議、質疑を終了致します。

。 （ ）議 長 ただいまより本会議を再開します 午前１１時１４分

々 それでは続いて、日程第１２「陳情第３号・請願第２号」の件を議題と致

します。

々 本日までに受理しました陳情・請願は、お手元に配布しております「陳情

・請願文書表」のとおりであります。

会議規則第９１条第１項の規定により、所管の常任委員会に付託致しまし

たので、ご報告致します。

々 以上で、本日の議事日程はすべて終了致しました。
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議 長 本日は、これをもちまして散会と致します。

ご苦労様でございました。

（ ）午前１１時１５分

、 、 、この会議録は 川本町議会事務局長 鈩 英俊 が記載したもので その内容において

正確である旨を証するためここに署名をする。

川本町議会議長

川本町議会議員

川本町議会議員


